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８）工具・部品図面                          
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固定タイプステム回収ボトル装着型 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 - 14 -

 注意：この工具を購入・使用されるユーザは適切なスタッフに 
      修理・保守に関する指示・知識を伝える責任があります。 

 適正な教育を受けていない作業者による修理・保守作業は禁止。 

工具先端

９）サービス手順・サービスキット                   

 

 

 

 

■日常点検 

・毎日の作業開始前、あるいは、新品工具を初めて使用する際には、きれいな低粘度の潤滑油 

 を２～３滴、エアー吸入口から注油してください。エアー・ラインにルーブリケーター（潤 

滑器）のついてる場合は不要です。特に、連続的に工具を使う場合は、２～３時間毎に、同 

様の注油を行なってください。 

・エアー漏れの有無をチェックし、エアー・ホースや接続カプラー等に破損があれば、新品と 

 交換ください。 

・適正なノーズアセンブリーがセットされているか点検ください。 

・ノーズアセンブリーを外して、掃除し清潔にする。特にジョーの摩耗の有無を調べ交換する。 

再組付け時には、モリリチウム・グリース EP ｰ 3753 を塗布し潤滑を良くしてください 

・工具の最低ストローク(17ｍｍ)を確認。 

  ジョースプレッダー・ハウジング背面 

  とヘッドアセンブリー先端面のトリガー 

操作前と後の差（右図）を計る。    

 （Ａ－Ｂ＝最小ストローク） 

・ステムキャッチャー（回収）ボトルが 

装着されていることを確認ください。  

 

・ベースカバー(31)が工具本体にしっかりと固定されているか点検してください。 

 

 

■週単位の点検 

・エアー供給ラインのホースや接続部品にエアー漏れが無いかチェック。 
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 注意：モリリチウム・グリースＥＰ－３７５３・安全上の説明 
 

＜緊急時の初期対処＞ 

  皮膚に付着 ：グリースは完全耐水ゆえ、認定されたスキンクリーナー溶剤 

         で除去ください。 

  誤飲用の時 ：３０ｍｌのマグネシウム液を飲み、別にミルクをコップ一杯飲む。 

  眼に入った時：痛みはありますが無害です。清潔な水で洗浄し、すぐに専門医に 

         ご相談ください。 

＜環境対策＞ 

  承認された場所で、こすり取って燃やすか排気処理ください。 

＜火気および消火方法＞ 

  発火点２２０℃。可燃性ではありません。 

  炭酸ガス、ハロン、または経験者・専門家による散布水処理 

＜取り扱い＞ 

  耐油性グローブ、防護クリームを使用のこと。 

＜貯蔵＞ 

  熱気・酸化助成物から離すこと。 

■潤滑グリース 

 専用の潤滑グリース品番：０７９９２－０００２０ （８０ｇ） 

 

 

■サービスキット 

 キット一式品番：７１２1０－９９９９０ （下表の部品を含みます） 
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  注意：この工具を購入・使用されるユーザは適切なスタッフに 
     修理・保守に関する指示・知識を伝える責任があります。 

  適正な教育を受けていない作業者による修理・保守作業は禁止。 

  注意：分解の前には、必ず工具へのエアー源を切り、清潔な環境 

で作業してください。 

 注意：工具は毎日チェックし、週単位で修理・保守ください。 

工具の分解組立後は、必ず油を補給してから作業ください。 

１０）工具分解修理                          

５０万回の作動または 1 年毎（いずれか短い方）に完全分解修理と新パーツ交換が必要です。 

 

 

 

 

 
 
 
 
※ 文中の(数字)は、前記 P.13 の図面パーツ品番です。 

※ 文中の(*)はサービスキット内の部品です。 

■分解する前に次のことを行ってください 

・ 工具内の油を捨ててください。ハンドル・アセンブリーの上部にあるネジ(1)と 

ボンディッド・シール(6)をはずし、工具を逆さまにして油を抜きます。 

 ・前記 P.12 の手順でノーズ・アセンブリーをはずす。 

 

■ヘッド・アセンブリー 

・ステムコレクターボトルアセンブリー(25)をまわして引き抜く。 

・スクリュー(89)を 2 個はずし、ストッププレートアセンブリー(104)を取り外す 

・リテイニングナット(50)を取り外す。 

・オーリング(20)(28)と一緒にボトルアダプターアセンブリー(32)を引き抜く。 

・オーリング(97)とリップシール(9)とともにエンドキャップアセンブリー(35)を引き抜く。 

・スプリング(91)を取り出す。 

・ロックナット(40)を緩めてオーリング(12)ごとＴスパナー(41)をはずす。 

・バキュームスリーブ(42)を引き抜く。 

・オーリング(19)(15)とともにロックナット(40)をはずす。 

・シリンダー内部にキズなどがつかないよう注意しながらヘッドピストン(36)を後方へ押し出し 

 ヘッドアセンブリー(58)から取り出す。 

・サークリッププライヤー(*)を使ってシールリテーナー(43)をはずす。 

・シリンダー内部に注意しながらリップシール(8)とベアリングテープ(26)を後ろ側へ押し出し 

 ヘッドアセンブリー(58)からはずす。 

・ シールハウジング（52）とリップシール(2)を取り出す。 
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●再組立は以下の点に注意すること。 

 ・リップシール(8)の組み付けは向きに注意しながらインサーションロッド(*)を使用する。 

 ・シールリテーナー(43)の面取り部が前方（シリンダー底）になるように組み付けする。 

 ・ヘッドピストン(36)にリップシール(10)(11)、オーリング(18)さらにベアリングテープ 

  (27)を向きに注意して取り付けたあと、ピストンのネジ部にバレット(*)をかぶせる。 

 ・ピストンスリーブ(*)をヘッドアセンブリー(58)に取り付け、ピストン(36)を挿入する。 

 ・ピストンを奥までセットしたあと、ピストンスリーブ(*)とバレット(*)を取り外す。 

 ・Ｔアダプター(41)をピストンのネジ部に組み付けた後、ロックナット(40)でロックすること。 

 

■空圧ピストン・アセンブリー部 

・ON/OFF バルブ・アセンブリー(62)をはずし、バイスで挟めるようにする。 

・ラバーブート(48)を取り外す。 

・ペグスパナー(*)を使用して、ベースカバー(31)を取り外す。 

・ナイロンナット(67)を 2 個はずしてベースプレートアセンブリー(65)をはずす。 

・シーリングワッシャー(29)とオーリング(66)各 2 個をシリンダーライナー(37)と 

 ともに外す。 

・オーリング(75)、リップシール(90)×３、ガイドリング(51)と一緒にピストン 

アセンブリー(57)を取り外す。 

・シールエクストラクター(*)をシールアセンブリー(60)にはめ込んでヘッドアセ 

 ンブリー(58)のチューブから引き抜く。 

 

●再組立は以下の点に注意すること。 

 ・シールの痛み具合をチェックし、必要があれば取り替える。 

  エアー部のシールはモリコート５５ｍを使用し、油圧部のシールはモリコート 

  １１１を使用する。（モリコートはサービスキットに含まれております） 

 

■エアーバルブ部 

・スピゴット(*)を使用して、クランプナット(39)をゆるめ、トッププレートＡＳＳＹ(44) 

  とタイロッド(56)、チューブアセンブリー(61)、オーリング(14)、 

サイレンサーパッド(53)を取り外す。 

 ・工具をバイスから外して、ボディ(30)とハンドル(64)を分離させる。 

 ・オーリング(14)と一緒にボディ(30)からバルブシート(34)を押し出す。 

 ・ハンドル(64)からバルブスプールアセンブリー(59)を引き抜き、ハンドル側の穴 

  からオーリング(7)を取り出す。 
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●再組立は以下の点に注意すること。 

・ シールの痛み具合をチェックし、必要があれば取り替える。エアー部のシールは 

モリコート５５ｍを使用する。 

（モリコートはサービスキットに含まれております） 

 ・クランプナット(39)はロックタイト２４３相当を使用し、トルク：１５Ｎｍ 

   で締め付ける。 

 

■ロータリーバルブ部 

・ピンパンチ(*)にてトリガーピン(46)を押し出しトリガーアセンブリー(33)をはずす。 

・トリガーバルブエクストラクター(*)を使ってトリガーバルブ(21)をはずす。 

 

●再組立は以下の点に注意すること。 

 ・下図を参考にロータリーバルブ(38)の組み付け方に注意すること。 
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■ストッププレート・アセンブリー部 

・詳細図を参照下さい。 
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注意：全ての作業は清潔な部屋、きれいな手、クリーンな作業台 
     の上で行ってください。オイルは気泡のないクリーンなもの

を使用し、異物の混入・侵入のないように留意ください。 

工具に重大な損傷を与える場合があります。 

 

１１）給油について                          

 

 

 

 

 

・工具の分解組立後は、必ず油の補給が必要です。 

・また、ある程度の使用でストロークが不足してきた場合はリベットが一度で打鋲でき 

 なくなりますので、油を補給してください。 

 Ｇ工具専用オイル 品番：０７９９２－００００２ ハイスピン ＶＧ３２（５００ｃｃ） 

 

■日本国内で入手可能銘柄のＧ工具ＯＩＬ 

日本国内で入手可能銘柄 Ｇ工具 

専用ＯＩＬ ＭＯＢＩＬ ＥＳＳＯ ＳＨＥＬＬ ＥＮＥＯＳ 

（新 日 本 石 油 ） 

出 光 興 産  コスモ石 油  

ハイスピン  

ＶＧ３２ 

（ＩＳＯ規 格  

ＶＧ３２相 当 ） 

モービル 

ハイドロリック 

オイル ３２ 

テレッソ ３２ テラスオイル 

３２ 

スーパー 

ハイランド ３２ 

ダフニー 

ハイドロリック

フルード ３２ 

コスモ 

ＮＥＷマイティ

スーパー ３２

（２００４年６月現在） 

■給油専用工具 

 給油には以下の専用工具が必要となります。 
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プライミング・ポンプ

ポンピング方向 
（軸が振れないようにすること） 

工具はしっかり 
固定すること 

給油口 

■給油方法 

１．バルブ・アセンブリー(53)をＯＦＦにする。 

２．ノーズ・アセンブリーを全て取り除く。 

３．給油口のスクリュ(1)とシール(5)を取り除く。 

４．工具を逆さまにしてバルブ・アセンブリー(53)をＯＮにし、工具を作動させると 

給油口から古いオイルが排出されます。 

注意：給油口を人に向けて工具を作動させないでください。 

オイルが勢いよく吹き出し危険です。 

５．トリガ(32)を作動状態のままで、バルブ・アセンブリー(53)をＯＦＦにします。 

６．プライミング・ポンプ（０７９００－００７００）にオイルを入れ、工具をしっかりと固 

定した後、シール(5)とともに給油口に取付します。 

   

 

 

 

 

 

 

 

７．はっきりとした反発抵抗が現れ、ピストンが後方に動き出すまでプライミング・ポ 

ンプでポンピングします。 

注意：給油口のネジ部を傷めないようポンピングはまっすぐ行ってください。

工具およびポンプ先端のネジ部を破損するおそれがあります。 

８．工具からプライミング・ポンプを取り外します。 

１０．給油口にスクリュ(1)とシール(5)を取り付けます。 

１１．バルブ・アセンブリー(53)をＯＮにしてトリガを引き、工具の最低ストロークが 

   規定量あるか点検します。不足している場合は給油が不完全の可能性があります。 

注意：工具を作動させるとき、ジョースプレッダ・ハウジングに手をはさまな

いようお気をつけください。ストローク部に手などを近づけますと怪我

の可能性があり、非常に危険です。 

１２．ストロークが十分であればスイッチをＯＦＦにしてノーズ・アセンブリーを取付 

します。 
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１２）アクセサリー                          

●ステムデフレクター 

 ステムデフレクターはスタンダードの 

ステムコレクターでは作業的にきびし 

いせまい場所などに使えるアクセサリ 

ーです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【交換方法】エアー供給をＯＦＦしてから行ってください。 

  ・コレクターボトルおよびストッププレートＡＳＳＹを取り外します。 

  ・アダプターにステムデフレクターを挿入し、ボトルアダプターに装着します。 

  ・ピストン先端にあるロックナット(40)をシールドナットと取替えます。 

   （この操作により、バキュームエアーがカットされます） 

 

●エクステンション 

 エクステンションを工具とノーズ 

ＡＳＳＹの間に取り付けることで、 

深い部分の打鋲が可能になります。 

 【取付方法】 

 インナーをジョースプレッダーハウ 

ジングに取り付け、アウターをヘッド 

アセンブリーに取り付けます。 
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１３）故障原因と処置方法                       

 

故障状況 原因 処置 

・ 所定のエアー（５～７気圧）不足 確認 

・ 工具エアーバルブ等摺動不良 エアー取入口に 

潤滑油数滴補充 

・ ジョーにホコリ等の堆積・目詰まり 清掃 

・ ジョーの摩耗、破損 交換 

リベット打鋲が 

２度引き以上 

必要になる 

・ 工具内部のオイル 

多量の使用で油の中に気泡が生じ、 
ストロークが遅くなったり戻りが悪くなったり 
する事があります。 

補充 

または 

交換 

・ ジョーの摩耗、ホコリ等の堆積・目詰まり。 清掃 

・ ジョーハウジングがゆるんでいる。 締め込み 

・ ジョースプレッダスプリングのへたり・破損。 交換 

・ ノーズの選定が適切でない。 交換 

ジョーがステム 

をつかまない 

・ ジョースプレッダの破損、歪み、汚れ等。 交換 

・ ジョー又はジョーハウジングの汚れ。 

 

清掃、 

グリース塗布 

・ ジョーハウジング、ノーズチップ、ノーズケーシン

グのゆるみ。 

リセット 

 

ジョーが 

つかんだステム 

を放さない 

・ ジョースプレッダスプリングの破損またはからみ

つき。 

交換 

・ 所定のエアー（５～７気圧）不足 確認 工具ストローク 

が遅い ・ 工具エアーバルブ等摺動不良 エアー取入口に 

潤滑油数滴補充 

・ 間違ったジョースプレッダがセットされている。 交換 

・ ジョースプレッダの汚れ・歪み。 交換 

・ バキュームエアー量が不足。ロータリーバルブ 調整 

破断ステムが 

工具内で詰まる 

・ ステム・コレクタボトルにステムがたまりすぎてい

る。 

廃棄 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

製品の形状および仕様は予告なく変更される場合があります。 

■本　　社／東京都千代田区紀尾井町3-6（紀尾井町パークビル8F） 〒102-0094 Tel 03-3265-7291(代)

　■営業部門

　栃木営業所／栃木県宇都宮市東宿郷6-1-7（ビッグ・ビー東宿郷4F）  

　東京営業所／東京都千代田区紀尾井町3-6（紀尾井町パークビル8F）

　北陸営業所／富山県高岡市京田462-1　　　　　　　　　　　　 　

　豊橋営業所／愛知県豊橋市野依町字細田　　　　　　　　　　　   

　中部営業所／愛知県名古屋市名東区亀の井2-269　　　　　　　 　

　大阪営業所／大阪市淀川区西中島６-１１-２５（第10新大阪ビル１Ｆ)

　広島営業所／広島市東区光町1-10-1 9（日本生命広島光町ビル5F） 

　九州営業所／福岡県飯塚市有安１０２５-７

■工場　豊橋工場／愛知県豊橋市野依町字細田　　　　　　　　　　

〒321-0953

〒102-0094

〒933-0874

〒441-8540

〒532-0011

〒732-0052

〒465-0094

〒820-0111

〒441-8540

Tel 028-637-5021(代)

Tel 03-3265-7291(代)

Tel 0766-25-7177(代)

Tel 0532-25-1126(代)

Tel 052-709-4600(代)

Tel 06-7668-1523(代)

Tel 082-568-5002(代)

Tel 0948-88-8460(代)

Tel 0532-25-1126(代)

www.StanleyEngineeredFastening.com


